
ドイツ・オ ース トリアにおけ る日本学の現状

ドイ ツ ・オ ー ス ト リア に お け る 日本 学 の 現 状

ペ ー タ ー ・パ ン ツ ァー
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今年(1989年)は 毎週 ウィーソで6時 間、ボ ンで8時 間 とそれぞれ講義

の予定が ギ ッシ リ詰 まってい るため、お陰様 で仕事不足 を嘆 く余裕 もな

く過 ごしてお ります。去年始 まった冬学期 と今年始 ま った夏学期のため

で、毎週私 は ウィー ソとボ ンの間 、1000キ ロの距離 を列車で往復 してい

ます 。 これが夜行列車 でな くて、飛行機だ った ら何 と素晴らしい事で しょ

うか 。11～12時 間 も眠っていれぽ到着す るのは ウィーソやボ ソではな く、

直行便 な ら日本です か ら。その方 が どんなにか楽 しい こ とで しょう!

さて、私の ウィーソとボ ソでの仕事 の ことですが 、両方を比較 します

と、なかなか これは興味深 い ものです し、大変 よい経験 にな ります。 こ

の両大学には 日本学 についての長 い伝統 が共 にあ ります 。 ウィー ソでは

西洋におけ る19世 紀の最 も重要な 日本言語及 び文学研 究者 としてのアウ

グス ト・ピッツマイヤー(AugustPfizmaier)を 挙 げる こ とが 出来 ます 。

彼は1847年 に柳亭種彦 の 「浮世形六枚屏風」を独訳 してい ますか ら、正

に 日本研究者 の草分け と言 えるで しょう。彼は大学 での講義は数年 しか

してお らず(中 国語)そ の後 は専 ら自宅 で研究を続け ま した。一方ボ ン

では、 日本 とのか かわ りで19世 紀 の最 も有名 なあ の シ ーボル ト(P.F.

vonSiebold)が ここで数年 を過 ごしています。50年 代 にはボ ン大学の教

授職 を得 る機会があ ったのですが、彼 は 自由で義務 に縛 られ る事 のない

立場 での学究生活を望み、事務的な煩わ しさや学生達 との作業 の為 に自

分の貴重な研究時間を割かれた くない、 これは 「馬 か ら驢 馬に乗 り換 え
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るが如 き格下げ」 と言 って教授職を辞退 しています 。 「時 間に縛 られ 、

聞 く耳 を持 たない学生達を前に講義 して何の得になろ うか 。それ よ りも

自分 の意 の赴 くまま自由に研究を続けた方が余程意義 がある。」 とい う

わ けで、 ピ ヅツマイヤーもシーボル トも一生 自由な学者 の道 を歩 きまし

た。そのた め ウィー ソ大 もボ ン大 もヨー ロッパ最初の 日本 学講座 開設 と

い う栄誉にあず かる事が 出来 ませんで した 。

それでは これか ら現在 の 日本学研究 につ いて少 しお話 し致 しま しょう。

まずは統計的な事か ら申 します と、過去15年 間に この科 目を選択 す る学

生の数は驚 く程 増え ました。最初の2年 間で50%か らそれ 以上 が落 ち こ

ぼれて しま うのですが、数 としてはそれで もまだ まだ多 く、そ のため教

授数 もこれ に伴 って最 近は増 えて来てお ります 。

ドイツ語圏 に於け る大学 での 、 日本学 科入 学者数 は各 大学 で お よそ

20～150名 となってい ます。初学者か ら博士課 程を含 めた全 課程 で 、私

の最 もよく知 る ウィーンとボ ソの大学を例に と ります とウィーン150名 、

ボ ンは500名 の学生達が在籍 しています 。ウ ィー ン大 は平 均 数を 少 し上

回る位 です が、ボ ン大 の場合 は ドイ ツ国内の12の 日本学科の うちでは こ

の数 は明 らかに トップです。 これ は多分 ボ ソ大には、西独では唯一、本

来 の 日本学 コース と並 んで 日本語通訳 ・翻訳 コースが設け られて いる為

で し ょう。学生数の増大 に伴 って、講義数 ・講義内容の拡大や、教室数 ・

資料 ・文 献量な どの問題 が追 い駆 けて来ます 。 しか しこれ らは我 々 自身

の処理すべ き機構的な問題 ですが、 この他に最近 とみ に頭痛 の種 にな っ

てい るのが(少 な くとも私に とって)日 本学その ものの本質 的な問題 や

教科 内容 、また時代に即 した テーマな どの ことであ ります。

実際 の経験か ら二、三お話 ししたい と思い ます。1年 ほ ど前 の こ とで

したが 、1人 の女子学生がや って来 て頼みが一つあ ると言い ま した。私
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は気前 が良いので一つ でな くて も二つ でもど うぞ と申 しま したが 、彼女

は初めか ら二つ のつ も りだ った ので した。 さてその一つ とは講義 の時に、

あ るス トライキの通告を させて ほ しいとい うことで、 も う一つ とい うの

は 当時私が担 当 していた 日本文学史 の講義の中で、女 流文学 ・プ ロレタ

リア文学 ・差別問題文学な どについ て詳細な説 明を して欲 しい とい うも

ので した。 どうした もので し ょう?講 義中に告示す ることは許可 しま

せんで したが、講義が始 まる前 と終わ った後 とは彼女 の 自由であ る、 し

か し私は政治的 なことを講義の最中に差 し挟 みた くない と言い渡 しま し

た。 も う一つ の頼み事についてですが、私には万葉集 か ら始めて大体三

島由紀夫 までの 日本文学入門の講義をするアカデ ミックな任務 、言わ ば

義務 があ るのです。勿論 紫式部 、与謝野晶子 、林芙美 子たちについては

説 明 してい ます し、 『破 戒』 も取 り上げています 。 しか し一学期 しか な

い文 学史入門の講義の中で女流文学 、 プロレタ リア文学 、差別文学だ け

に偏 るとい うのは どうで し ょうか……。そ の女子学生 には希望 は よく考

えてはみるが…… とい うふ うにだけ答 えま した。

ところで今 日の 日本学研究 においては、決定的 な変化 とい うものが幾

つか あ ります 。30～50年 前 には 日本学 とい うものは全 く明瞭かつ単純 な

もので した。 日本学 と言 えば他 の地域学(Regionalf稍her)も 同様 ですが 、

殆 ど文学 的な、言語学的 な研究が主 で した。そ してそ の資料 も容易に入

手 出来 ま したか ら、わ ざわ ざ 日本 まで行 く必要 もあ りませ んで した。尤

も簡単 に 日本に行 くこ とも出来 ませ んで したけれ ど。西洋 にいて可能な

資料か ら関心をそそられ るのは一一学問的、専門的な根本的疑問 として

や は り日本の宗教や哲学 、思想史 な どです。 この よ うな伝統 によ り今 日

で も ドイ ツ各地の 日本学研究所 の大半 が哲学 ・文学の領域 を扱 ってお り

ます 。
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勿論学問 は社会や理念的状況 の反映です。世紀末 の頃 はまだ小泉 八雲

との 「夢見 るよ うな楽 しい贅沢 さ」を味わ っていま した。それ か ら後 の

三 国同盟 の頃 は と言えば大和魂 とかその特異な源泉 な どについて研 究 し

た もので した。そ して今 日は?と 考 えると日本文学 は次第 に後方 に退

け られて(そ れ は既に十分研究 され て しまった とい うこ とで し ょうか)

政 治 ・経済 ・社会等 につ いてが、時 のテーマとして前面に出て きてそれ

らが取 り上 げ られ る傾 向にあるのです 。

これは しか しテーマの変遷 とい うぼか りでな く、社会の風潮の変化に

伴 うもので、つま り批判 的 日本 学(KritischeJapanologie)と 呼 ぼれ る分

野 もあ るのです。 これ は どうい うことをす るので しょうか?日 本 の社

会問題に取 り組 み、被差別(未 解放)部 落民や アイ ヌの差別 とい った よ

うな テーマが中心 にな った り、また経済面では繁栄の陰の問題 などを扱っ

た りします。 日本史 については殆 ど30年 代40年 代 の 日本軍 国主義 のみ を

扱 って 、過去の克服がな されていない と非難 しては靖 国神社関連事項 な

どを面 白が って引用 した りします。特に前天皇 の死 とその前 の長 か った

重体 の時に はこれが顕著で した。先 日私はオース トリアのテ レ ビの2時

間 に亙 る国葬特集番組で解説 を依頼 されたので したが、引 き受 け るに当

た って心配 した ことは10万 人ほ どの視聴者に対 して よ り、正直な ところ

誤 った説 明だ と非難す るか も しれ ないほんの一握 りの 日本学研 究者の同

僚 につ いてで した。では一体何が誤 った説 明とされ るので し ょうか。

1年前 の事 、かれ これ もう10年 以上勤め ている研 究所 の シ ョウケ ース

に教育勅語 の ファクシ ミリを出 した事が あ りま した。当時 、 日本 の義務

教 育 システ ムに関す る講演 をな さる先生が いら して いた ので、学生達が

その講 演に集まるきっか けになれぽ と思 ったか らです 。勿論 これ は1945

年 までのみ使用 された もの と書 き添 えておきま した 。 この時 の反応 は学
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生 達 か ら で は な くて 、 あ る 同 僚 か ら の も の で した 。 彼 は も うず っ と以 前

か ら の こ の 禁 止 の 品 を 持 ち 出 し て 学 生 達 を 惑 わ せ る と 、 私 を 非 難 した の

で し た 。 昔 は 学 校 が 火 事 に な っ た りす る と何 を 措 い て も 第 一 に こ の 文 書

を 救 い 出 さ ね ぽ な ら な い と い う も の で した 。 彼 は 我 々 の 研 究 所 が 火 災 に

な っ て も こ の 文 書 を 救 お う と は 思 わ な い と 言 うの で す 。 そ れ は 当 然 の 事

で は あ りま せ ん か 。 何 故 こ の 件 で 彼 が そ ん な に 興 奮 す る の か と た ず ね た

と こ ろ 日本 の 菊 の 紋 章 は フ ァ シ ズ ム の 象 徴 で ヒ ッ トラ ー の ハ ー ケ ン ク ロ

イ ツ よ りも っ と ひ ど い も の な の だ と い う答 え で し た 。

当 然 な が ら こ れ 以 上 彼 と は 話 を 続 け ま せ ん で し た 。 論 理 が 違 っ て は ど

う し よ う も な い こ と で す 。 今 日 、 日 本 は も は や 疑 い も な く エ キ ゾ チ ッ ク

な 所 は な くな っ て し ま い ま した 。 日 本 社 会 の 弱 点 は 今 日 で は 充 分 明 ら か

に な っ て い ま す 。 ど の 社 会 に お い て も 、 そ れ が 知 ら れ て い な か っ た か 、

知 ら さ れ て い な か っ た か の ど ち らか の 事 な の で す 。 問 題 は 一 一 西 洋 で は

当 然 の よ うな 事 な の で す が 一 一 我hが 勇 気 を も っ て 、 名 前 も 出 して 語 る

と き 、 或 は ま た 日本 人 自身 に そ の 判 断 を 任 せ る べ き か も 知 れ な い よ うな

事 を 、 故 意 に せ よ 、 無 意 識 に せ よ 、 ど こ ま で そ の 汚 点 に つ い て さ ら け 出

す べ き も の な の か 、 と い う こ と な の で す 。

さ て 、 そ れ で は 最 後 に 締 め く く り と し て 我 々 の 研 究 分 野 で は そ の 命 名

問 題(表 札)も 含 ま れ て い る と い う こ と に も 触 れ て お き た い と思 い ます 。

JAPANOLOGY又 はJAPANESESTUDIESと 西 洋 で は 言 っ て お り ます が 、

こ の 語 に は 様hな ニ ュ ア ン ス が あ る で し ょ う。 で す か ら そ の 日本 語 訳 に

つ い て も 同 じ よ う な 事 が 言 え る と 思 い ま す 。 ボ ン大 学 で は 「日本 文 化 研

究 所 」 を 使 用 し て い ま す が 、 ウ ィ ー ン 大 学 で は3年 前 に 「日本 学 研 究 所 」

と 変 え ら れ ま した 。

概 念 の 裏 に は 少 な く と も あ る 特 定 の プ ロ グ ラ ムへ の 意 図 が 隠 さ れ て い
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る も の で し ょ う。 言 葉 の 使 用 に つ い て は 充 分 討 議 さ れ た 筈 です 。 しか し、

ま あ 、 こ れ は 特 に 重 要 な 点 で は な くて 、 重 要 な こ とは 各 自が 熱 心 に 研 究

す る こ と で あ り ま し ょ う 。 差 し詰 め 今 週 は こ の 会 議 に し っ か り集 中 す る

こ と で あ り ま し ょ う。

(1989年3月)
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